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　12月7目、中央公民館大ホールで、ダンスパル白石（跡部政敏会長　会員40名）の20周

年記怠クリスマスダンスパーティーが開かれ、市内はもとより仙南各地域や、福島県伊達郡

などから集まった150人で賑わいました。また、奥山ダンス教室の奥山先生などプロのダン

サー4人、2組のダンスも披露され、その華麗なダンスに観客のため息が漏れていました。
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新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
わ
が
国
は
依
然
と
し
て
、
政
治
・

行
政
・
経
済
に
お
い
て
も
全
く
の
閉
塞

状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
市
と
し
て
も
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
、
「
活
気
あ
る
白
石
」
、
そ
し
て
、

「
く
ら
し
日
本
一
の
白
石
」
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
全
力
を
投
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
復
元
さ
れ
て
二
年

目
を
迎
え
た
自
石
城
も
、
県
内
外
か
ら

の
多
く
の
観
光
客
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン

後
の
入
場
者
が
、
八
十
万
人
を
突
破
い

た
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
城
を
活
用
し
た
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
県
内
外
団
体
、
機
関
等

の
研
修
視
察
の
コ
ー
ス
に
入
れ
て
い
た

だ
く
な
ど
、
自
石
城
に
よ
っ
て
白
石
市

を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
し
て
文
化

の
情
報
を
大
き
く
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
更
に
、
市
内
城
北
町
の
国
道
一
二
二

号
沿
い
に
、
商
家
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

し
、
新
た
な
産
業
お
こ
し
が
期
待
で
き

る
施
設
と
し
て
、
白
石
城
と
あ
わ
せ
た

観
光
の
名
所
と
な
り
ま
し
た
。

　
白
石
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
自
石
本

来
の
歴
史
、
自
然
、
文
化
、
環
境
を
ま

ず
掘
り
起
こ
し
、
再
発
見
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
白
石
市
の
個
性
を
見
い
だ

し
、
市
民
自
ら
が
将
来
の
都
市
を
形
づ

く
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
も
の
が
、
福
祉
で
あ
り
、

文
化
で
あ
り
、
環
境
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
「
地
方
の
時
代
」
と
呼
ば
れ

る
今
、
そ
れ
を
文
化
の
面
か
ら
考
え
た

場
合
、
従
来
の
中
央
依
存
で
は
な
い
新

た
な
地
域
文
化
振
興
の
時
代
を
迎
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
文
化

振
興
は
、
文
化
施
設
（
ハ
ー
ド
）
と
そ

れ
を
活
用
す
る
市
民
の
知
恵
（
ソ
フ
ト
）

の
一
体
化
、
つ
ま
り
、
融
合
を
図
る
こ

と
が
、
最
も
重
要
で
あ
り
、
自
ら
つ
く

り
出
し
た
文
化
を
全
国
に
、
そ
し
て
世

界
へ
と
発
信
し
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
振

興
へ
の
道
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、
今
春
、
東
北
新
幹
線

白
石
蔵
王
駅
東
側
地
区
に
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
す
文
化
・
体
育
施
設
「
（
愛
称
）

キ
ュ
ー
ブ
」
は
、
文
化
振
興
の
核
と
し

て
、
新
た
な
白
石
市
の
文
化
の
展
開
が

期
待
で
き
る
も
の
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
の
今
年
は
、
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
六
月
に
国
内
の
著
名
新

体
操
選
手
を
招
待
し
て
の
模
範
演
技
大

会
、
十
月
か
ら
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

9
一

ル
日
本
機
構
（
J
B
L
）
の
第
三
十
一

回
日
本
リ
ー
グ
男
子
一
部
ゲ
ー
ム
六
試

合
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
音

楽
ホ
ー
ル
で
は
、
三
枝
成
彰
音
楽
大
学

の
開
講
や
、
米
国
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
（
カ

ル
ロ
・
カ
ー
リ
ー
）
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン

演
奏
会
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
立
放
送
管
弦

楽
団
と
天
満
敦
子
に
よ
る
公
演
な
ど
、

内
外
著
名
演
奏
家
な
ど
に
よ
る
質
の
高

い
公
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
今
年
は
、
「
（
愛
称
）
キ
ュ
ー
ブ
」

の
オ
ー
プ
ン
の
他
に
、
本
市
に
と
っ
て

歴
史
に
残
る
二
つ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
↓
つ
は
、
読
売
新
聞
社
主
催
に
よ
る

第
二
十
一
期
囲
碁
棋
聖
戦
が
二
月
五

日
・
六
日
に
鎌
先
温
泉
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
ビ
ッ
ク

タ
イ
ト
ル
戦
が
白
石
で
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
は
、
今
後
の
自
石
の
囲
碁
文
化
発

展
は
も
と
よ
り
、
対
局
の
模
様
や
会
場

周
辺
の
様
子
が
N
H
K
衛
星
放
送
で
放

送
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
鎌
先
温
泉
郷
、

そ
し
て
白
石
市
の
名
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
の
も
と
、
全
国
植
樹
祭
が
五
月
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十
八
日
に
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
結
成
さ
れ
た

本
市
の
「
み
ど
り
の
少
年
団
」
が
、
両

陛
下
の
お
手
植
え
等
の
手
伝
い
や
内
閣

官
房
長
官
へ
の
苗
木
の
贈
呈
、
入
場
行

進
等
式
典
内
で
主
役
的
な
役
割
を
担
う

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

二
つ
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
何
と
し
て
も
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、
行
政
は
勿
論
、
市

民
の
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

今
年
は
、
新
た
な
地
域
文
化
の
発
展
が

期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
展
開
の
中
で
人

間
と
し
て
の
幸
福
を
追
い
求
め
る
時

に
、
そ
の
最
も
基
礎
と
な
る
も
の
が

「
福
祉
」
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
他

市
町
に
先
が
け
て
福
岡
茶
園
地
区
に
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
同
時
に
進
め
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灘
、
鵡
蟹
轟

て
お
り
ま
す
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
を
中
心
と
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
っ

て
、
在
宅
医
療
や
介
護
支
援
ま
で
行
な

い
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
i
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
含
め
た
「
福
祉

の
里
」
を
実
現
い
た
し
ま
す
。
す
で
に
、

七
十
歳
以
上
の
バ
ス
利
用
者
へ
の
無
料

パ
ス
の
発
行
や
障
害
者
、
高
齢
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
健
常
者
や
障
害
者
、
高
齢
者
が

と
も
に
生
き
、
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
を
中
心
と
し
た
「
夢
・
愛
・

感
動
の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
私
は
、
悔
い
の
な
い
活
力
に
満
ち
た

白
石
市
建
設
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様

と
手
を
携
え
て
懸
命
の
努
力
を
い
た
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
は
「
く

ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
よ
る
市
民
の
意

見
を
と
り
入
れ
た
白
石
第
二
小
学
校
の

落
成
、
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
中
核

施
設
と
し
て
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
着
工
、
高
齢
化
社
会

対
策
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

「
福
祉
の
里
」
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
の
着
工
な
ど
、
社
会
資
本
の
充

実
を
は
か
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
て
久

し
い
中
、
首
都
機
能
移
転
問
題
が
論
議

と
な
り
、
移
転
先
の
選
定
基
準
が
示
さ

れ
る
に
伴
い
、
宮
城
県
で
は
「
県
南
部
」

を
候
補
地
と
し
て
決
定
し
た
処
で
あ
り

ま
す
。
当
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
れ
を
支
援
し
、
積
極
的
に
促
進
し
て

ゆ
く
た
め
、
「
首
都
機
能
移
転
に
関
す

る
決
議
」
を
採
択
し
、
「
首
都
機
能
移

　
　
　
　
転
促
進
特
別
委
員
会
」
を

　
　
　
　
　
設
置
し
た
年
で
も
あ
り
ま

　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
本
年
は
、
内
外
の
政

　
　
　
　
　
治
・
経
済
、
社
会
情
勢
は
、

　
　
　
　
　
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
が
、
市
民
が
熱
望
し
て
い

　
　
　
　
　
た
文
化
体
育
活
動
拠
点
と

　
　
　
　
　
し
て
の
「
（
愛
称
）
キ
ュ
ー

　
　
　
　
ブ
」
の
完
成
、
都
市
基
盤

整
備
と
し
て
の
市
営
住
宅
の
建
設
等
、

各
分
野
に
お
い
て
成
果
が
み
ら
れ
る
処

で
あ
り
ま
す
が
、
長
期
的
展
望
に
立
っ

た
政
策
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
五
月
十
八
日
に
は
、
天
白
舌
王

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
一
万
、
一

千
人
参
加
の
も
と
「
第
四
十
八
回
全
国

植
樹
祭
」
が
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
本
市
の

歴
史
に
残
る
一
大
事
業
で
あ
り
、
市
民

ひ
と
し
く
慶
び
と
す
る
処
で
あ
り
ま
す
。

　
今
世
紀
も
、
余
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
で

あ
り
ま
す
が
、
時
代
は
ま
さ
に
大
き
な

変
革
期
に
あ
り
ま
す
。
新
し
い
時
代
を

迎
え
、
議
会
の
は
た
す
べ
き
役
割
も
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
一
人
ひ
と

り
が
、
そ
の
使
命
と
責
務
を
深
く
認
識

し
、
白
石
市
政
の
発
展
に
全
力
を
傾
注

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
叱
声
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。



入場者50万人を突破
白石城とスパッシュランドしろいし

　　　　　　　　　　　　　　1月27日にス

　　　　　　　　　　　　　ノマッシュランド

　　　　　　　　　　　　　しろいしが、2

　　　　　　　　　　　　　月12日には、白

　　　　　　　　　　　　　石城、歴史探訪

　　　　　　　　　　　　　ミュージアム、

　　　　　　　　　　　　　武家屋敷の総入
場者数がそれぞれ50万人に達しました。

　予想を上回る観光客が白石市を訪れており、白石

城では民間団体主催のコンサートの開催など市民の

生涯学習活動の拠点としても大いに活用されています。

　一方スパッシュランドしろいしでは、無料送迎バ

スの運行を各地区まで拡大し、施設利用のためのサ

ービス向上に努めています。

白石市商家資料館が完成

　　新たな産業おこしへ期待

篇懇蚕』『。奪き

　市内城北町の国道113号沿いに残る古い商家を改築

した自石市商家資料館が4月15日に落成しました。

各種う一めん料理を出す食堂や、地場産品の展示販

売、また市内の古い商家に保存されていた道具など

も展示し、新たな観光拠点として、多くの観光客が

訪れています。

　また、地場産品の振興と活性化の拠点として、こ

れからの産業おこしのためのアンテナショップとし

て機能しています、

白石市みどりの少年団

一天皇・皇后両陛下のお手植え、

　　　　　　お手播きの介添え決定一
　みどりの少年団は、学習、奉仕、レクリエーション

など、大自然の中で緑を愛し、守り、育てる活動を通

じて、人や社会を愛する心を育てようとする団体で

す。従来からあった深谷、小原をはじめ、市内の各

小学校に10団体、団員数486名で結成されています、

　来年5月18日、国立南蔵王青少年野営場で開催さ

れる全国植樹祭で、両陛下のお手植え等のお手伝い

や、内閣官房長官へ苗木の贈呈などすべてが自石み

どりの少年団に決定されました。また、入場行進等

の式典で主役的な役割を担います。

翻、＿鍵

▲白石深谷みどりの少年団

三住分校水耕栽培を取り入れたハウス建設

　　　　　　　チョウ繁殖へ柏の木を植樹

　深谷小学校三題，一藩・　醗樺　匿一璽　．

耀磁鷺馨璽翼顯
難瓢漁．蹴灘嬬
用水路に供給し、謬1、躍擁濯魁
植物を育てなが騨、　幽農鐵，．　、軌

ら水質浄化に利用するという、水耕栽培による水質

浄化システムを採用しました。ハウス内では、イチ

ゴ、白菜などを栽培し、児童が楽しみながら、自然

や環境の大切さを学んでいます。

　一方、県内では、三住地区にしか生息していない

珍しいチョウ「ウラジロミドリシジミ」が繁殖の場

にしている柏が減っているため、校庭に児童・父母

らが柏の木20本を植栽し、地域ぐるみでチョウの育

つ環境の保全を続けることになりました。

海外から初の出品一全日本こけしコンクールー

　　　　　　’搾翫遭ゴ櫨　第38回全日本こけしコンクーノレに・こけしに餅を持つアメ

　　　　　　　，　　　・講　　　　リカ合衆国デラウェア州の大学教授ら10人と、姉妹都市のハー
　　　　　　　　ヒあ　　　　　　　しり　　　　　　　　　．一　　　　　　　ストビル市の子どもたちなど、海外からはじめて19点の出品が
　　　　　　で　　　　　でマ

篭
、

「熊本アートポリズ96』こ

市長がパネリストとして参加

一つぼ療法とボトムアップによるまちづくりが評価一

　「環境・文化・ひと」をテーマに11月2日、熊本県

立劇場で開催された「都市デザインサミット」に川

井市長が招待され、事例報告、パネルディスカッシ

ョンに参加しました。これは自石の、「つぽ」を刺激

し、効果を全体に波及させるという東洋医学的都市

づくりや、第二小学校の改築の際に行われた、市民

1，400人によるワークショ・ソプに代表されるような、

ボトムアップによるまちづくりが評価されたためです。

仙南最終処分場の建設工事が本格化

一自分たちのこみは自分のところで処理・

　　　　　　　　　　　他のこみはNo1一

　　　　　　　　　　　　　　仙南地域広
　　　　．　　　　　　　　　　　域行政事務組

麺．町・
　■　　　　　　 r

野解．．．．、、鹸，野　合が建設する

勢ヤ？蚕仙南最終処分

罵　こ．錫の安蜥願
、穏薄祭が1・肛

＝藩属ん　海一日、市内郡山

黒岩で行われました。敷地は14万1千11fで約2万2

千nfを埋立地として造成し、平成10年の4月からの

供用を目指しています。仙南地域2市7町の家庭か

らのごみの焼却灰などを埋め立てる予定です。

高規格救急車白石消防署に配備

車が3月4日、

自石消防署に

た。心電図伝　』・、

送装置などを

搭載し、

電気ショック、点滴、

配備されまし難瓢

　　一迅速、適切医療に威カー

・黙鷲｝瓢鯉
　寧

魎趣
犀r呼1『』

　　　　　　　　　　　　　　酬一
　　　救急救命士が医療機関と連絡をとりながら、

　　　　　　　　気道確保などの医療行為を行

う最新鋭の救急車です。急病患者の救命に威力を発

揮しています、

　　　　　　　　　　　　　　叩

鞠
一

雪

亀“

Q

6、0
一

　　、

o　　』◎

”

・尋

　　　ツ
9

県境超え

　災害時相互応援協定締結
　宮城県南部と福島県議・宮城

北部の広域圏36市町村域圏災害時相互応援協定…

による、災害時相互応

援協定が8月28日に締

資材の提供や職員の派遣などが盛り込まれています。

　県境を越えた広域圏単位での協定は全国でも類を

みません。

　また、これを機会に首都機能移転に向けての、県

境を越えた連携や、様々な交流の展開が期待されます。

70歳以上のバス利用者へ
　　　　　　無料パス券を発行

　　高齢者のみなさんが、より楽しく、

蕩　　　　　人数9549人）
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（株式会社P＆M代表取締役）優俳

略歴

昭和8年12月　大阪府生まれ

昭和27年　　　白石高等学校卒業

（バスケットボール部で、市長の一年後輩）

同年　　　　　日本大学芸術学部演劇科入学

昭和29年　　　日活で銀幕デビュー

（‘一工一スの錠”の名を全国にはせる）

昭和45年　　　タレント事務所P＆M設立

　小納言喜多が図案化したと伝えられる黒鐘の馬印の願いのように、白石市は特色ある

数々の施策展開によって、その名は今、再び全国に響き渡りつつあるようです。

　平成9年新春対談は、昨秋に撮影が行われた白石城歴史探訪ミュージアム3Dハイビ

ジョンの第2弾「大坂夏の陣秘話鬼小十郎帰るに及ばず」に景綱役として出演いただ

いた〔日活〕の大物スター“宍戸錠さん“に芸能界の立場から、そのダンディなロ調で

白石の物産や情報発信、意識の変革などについてお話しいただきました。

川
井
…
お
久
し
振
り
で
す
。
い
つ
か
、

羽
田
の
空
港
で
お
会
い
し
ま
し
た
ね
。

宍
戸
…
は
い
、
川
井
先
輩
。
（
白
石
高
校

の
一
年
先
輩
、
後
輩
の
関
係
）
。
最
近

は
、
新
幹
線
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
飛
行
機
は
ど
う
し
て
も
天
候
に
左

右
さ
れ
や
す
く
、
ア
ク
セ
ス
時
間
も
読

め
ず
遠
の
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

以
前
は
、
年
に
一
、
二
回
く
ら
い
遅
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
（
笑
い
）

　
あ
っ
昨
日
、
新
幹
線
で
帰
京
す
る
途

中
で
す
が
、
名
古
屋
か
ら
ミ
ン
ク
の
コ

ー
ト
を
着
た
中
年
の
大
ス
タ
ー
が
乗
っ

て
き
ま
し
た
。
「
よ
お
」
っ
て
声
を
か

け
た
ら
、
「
お
お
」
っ
と
返
っ
て
き
た

ん
す
よ
。
僕
よ
り
、
歳
十
い
く
つ
下
っ

す
よ
．
、

川
井
…
は
あ
、
そ
う
で
す
か
。
（
驚
き
）

宍
戸
…
ま
た
、
彼
に
「
日
活
の
O
B
会

や
る
か
ら
集
ま
れ
」
っ
て
言
っ
た
ら
、

「
僕
、
行
き
ま
せ
ん
」
っ
て
言
う
ん
で

す
。
「
何
で
だ
よ
」
っ
て
た
ら
、
「
僕
、

現
役
で
す
」
っ
て
、
O
B
じ
ゃ
な
い
っ

て
　
　
。
ま
い
っ
た
ね
、
ほ
ん
と
。

川
井
…
ど
の
世
界
に
も
礼
儀
っ
て
あ
り

ま
す
よ
ね
p
“

　
と
こ
ろ
で
、
芸
能
界
に
入
ら
れ
た
の

は
い
つ
頃
だ
っ
た
で
す
か
。

宍
戸
…
高
校
卒
業
後
、
日
芸
の
演
劇
科

に
入
っ
て
2
年
目
に
、
日
活
の
募
集
が

あ
っ
て
、
受
験
し
た
ら
合
格
し
た
ん
す

よ
。
そ
れ
が
昭
和
2
9
年
で
し
た
。

川
井
…
そ
う
す
る
と
、
芸
能
生
活
4
3
年

に
な
る
ん
で
す
ね
。

宍
戸
…
早
い
も
の
で
す
。

　
あ
の
こ
ろ
に
は
赤
木
圭
一
郎
、
和
田

浩
治
、
石
原
裕
次
郎
が
い
た
が
、
み
ん

な
死
ん
じ
ま
っ
た
。
考
え
て
み
り
ゃ
、

頑
張
っ
て
い
る
の
、
小
林
旭
と
俺
だ
け

だ
。川

井
…
日
活
復
活
論
っ
て
あ
り
ま
す

ね
。
名
前
が
浮
か
ん
で
く
る
の
は
、
浅

丘
ル
リ
子
さ
ん
、
倍
賞
美
津
子
さ
ん
、

高
橋
英
樹
さ
ん
、
渡
哲
也
さ
ん
、
そ
し

て
筆
頭
に
は
宍
戸
錠
さ
ん
で
す
が
、
宍

戸
さ
ん
が
、
芸
能
人
と
し
て
4
3
年
問
つ

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
秘
訣
は
ど
こ
に

あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

宍
戸
…
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
で
も
、
野
球
選

鯨

罵lf’1’』い
」　　　㌧

ヤ徽

ド｛㌦

輩騨き

ピ胴噸

譜

幅臥認卵

く雑
、
繍
，

手
の
よ
う
に
、
い
つ
戦
力
外
通
告
を
受

け
る
か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。
俳

優
っ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
左
ジ
ャ
ブ

が
打
て
な
け
れ
ば
長
続
き
は
し
ま
せ
ん

し
、
土
俵
に
も
上
が
れ
な
い
で
終
わ
る

人
多
い
ん
で
す
よ
。
ア
ン
グ
ラ
か
ら
宝

塚
ま
で
含
め
て
五
万
四
千
人
ほ
ど
芸
能

人
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
で
す
。
実
際
、

飯
を
食
え
て
る
の
は
ご
く
一
部
で
す
ね
。

川
井
…
大
変
な
世
界
で
す
ね
　
　
、
そ

の
中
で
宍
戸
さ
ん
が
4
3
年
も
続
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。宍

戸
…
長
く
続
け
る
っ
て
い
う
こ
と

は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
大
事
に
す
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

敏
降

川
井
…
結
局
、
人
間
っ
て
い
う
の
は
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
な
ん
で
す
よ
ね
。

』

窯塵

灘
、

ぽ

醒

宍
戸
…
そ
う
言
え
ば
、
親
友
だ
っ
た
石

原
裕
次
郎
が
よ
く
こ
の
ホ
テ
ル
に
飲
み

に
来
ま
し
た
。
M
階
の
夜
景
の
綺
麗
な

と
こ
ろ
で
す

川
井
…
行
っ
て
み
た
い
け
ど
、
時
問
が

な
い
。
残
念
だ
ね
え
　
　
。

宍
戸
…
そ
の
バ
ー
で
は
、
僕
好
み
の
ビ

ー
ル
も
出
ま
す
。
赤
坂
地
ビ
ー
ル
で
す

が
。川

井
…
ビ
ー
ル
と
言
え
ば
、
仙
南
農
産

加
工
連
で
は
地
ビ
ー
ル
の
生
産
を
計
画

し
て
い
る
。
そ
れ
と
黒
豚
ハ
ム
な
ん
か

を
併
せ
た
販
売
戦
略
を
練
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

宍
戸
…
白
石
で
地
場
産
品
と
言
え
ば
、

ま
ず
温
麺
で
す
よ
ね
。

川
井
…
う
ー
ん
。
残
念
だ
け
れ
ど
も
温

麺
は
、
ま
だ
ま
だ
ロ
ー
カ
ル
商
品
だ
よ

ね
．
同
じ
東
北
秋
田
の
稲
庭
う
ど
ん
は
、

メ
ジ
ャ
ー
で
全
国
的
に
展
開
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
　
　
そ
こ
で
、
昨
年
春
市

内
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
白
石
市
商
家
資

料
館
・
や
ま
ぶ
き
亭
は
、
温
麺
の
本
格

的
な
東
京
進
出
の
あ
し
が
か
り
も
兼
ね

て
開
業
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
と
、
原
宿

の
明
治
通
り
に
面
し
て
農
水
省
の
「
ふ

る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
で
食
材
と
し
て
温
麺
を
優
先
的
に
使

っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
、

宍
戸
…
そ
う
で
す
ね
、
今
ま
で
は
ど
ち

、
麺，

薩

　
　
　
　
　
　
幾
、
　
　
ヌ
．

　
　
　
　
　
　
慧

ら
か
と
い
う
と
、
業
界
は
つ
く
る
一
方

の
メ
ー
カ
ー
に
徹
し
て
い
た
感
が
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。
確
か
に
、
こ
れ
か
ら
は
、

ま
す
ま
す
P
R
の
時
代
で
す
。

川
井
…
最
近
、
健
康
食
品
面
も
考
慮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す

た
新
商
品
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
「
葛
」

や
「
柿
」
の
葉
・
皮
を
活
か
し
た
温
麺

や
、
う
ど
ん
で
す
。

宍
戸
…
そ
れ
、
少
し
前
に
知
人
か
ら
贈

っ
て
も
ら
っ
て
、
食
べ
ま
し
た
よ
。

川
井
…
ど
う
で
し
た
、
食
通
で
有
名
な

宍
戸
さ
ん
と
し
て
は
。

宍
戸
…
旨
か
っ
た
で
す
。
実
は
、
去
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
　
■
質

『

野誕
墨嚥復

刊
し
た
月
刊
誌
に
、

ナ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
の
第
二
弾
で
鰻
の

す
き
焼
き
を
や
っ
た
．
で
、
そ
の
口
直

し
と
し
て
「
柿
」
の
温
麺
を
出
し
た
ら
、

こ
っ
ち
の
方
が
評
判
よ
く
て
ね
、
逆
に

困
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
わ
け
で
　
　
．

（
笑
い
）

川
井
…
お
い
し
い
も
の
が
つ
く
れ
て
、

そ
れ
で
情
報
が
う
ま
く
発
信
で
き
れ

ば
、
絶
対
強
い
ん
で
す
が
ね
。

宍
戸
…
じ
ゃ
、
い
い
情
報
を
じ
ゃ
ん
じ

ゃ
ん
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
よ

1　▲1日商家〔斎万〕の家屋構造を星かしだやまぶき亭内部



宍
戸
…
こ
の
間
な
ん
か
、
開
発
行
為
に

関
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
講
演
し
て
く
れ

っ
て
言
わ
れ
ま
し
て
ね
。
そ
こ
で
、
何

で
僕
が
都
市
計
画
の
講
義
し
な
く
ち
ゃ

な
ら
な
い
の
っ
て
聞
い
た
ら
、
某
】
流

大
学
の
都
市
計
画
の
権
威
が
講
義
な
さ

る
の
で
、
そ
の
前
に
6
0
分
ほ
ど
お
話
し

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
っ
て
こ
と
で
。

じ
ゃ
、
前
座
と
し
て
芸
能
部
の
話
し
な

ら
、
ち
ゃ
ん
と
座
持
ち
し
ま
す
よ
っ
て

こ
と
わ
っ
て
臨
み
ま
し
た
よ
。

川
井
…
後
の
方
で
も
、
よ
か
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
の
。

宍
戸
…
い
や
い
や
、
朝
か
ら
ず
う
っ
と

講
義
が
続
い
て
い
る
っ
て
こ
と
な
の

で
。
や
っ
ぱ
り
、
息
抜
き
を
考
え
て
い

る
な
あ
っ
て
関
心
し
ま
し
た
ね
。
（
笑
い
）

川
井
…
じ
ゃ
、
難
し
い
話
し
ば
っ
か
り

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
切
り
口
変
え

て
笑
わ
し
て
や
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

宍
戸
…
わ
っ
は
っ
は
。
一
番
簡
単
な
の

は
、
都
市
計
画
で
も
な
ん
で
も
な
い
。

住
む
っ
て
こ
と
の
日
本
人
の
頭
の
切
り

替
え
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
よ
。
だ
っ

て
、
東
京
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
よ
。

新
宿
副
都
心
は
高
層
ビ
ル
群
が
続
く
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
見
下
ろ
し
た
杉
並

は
ね
、
マ
ッ
チ
箱
っ
て
言
い
ま
す
か
、

兎
小
屋
が
張
り
つ
い
て
い
ま
す
よ
。
外

人
が
見
た
ら
、
な
ん
だ
こ
い
つ
ら
っ
て

思
う
で
し
ょ
う
ね
。
こ
れ
だ
け
狭
い
都

心
、
私
鉄
沿
線
の
ど
こ
見
て
も
、
線
路

｝
「
”｝繭

窯
　
　
　
、
7

　
　
　
・
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の
横
に
は
3
0
㌢
の
余
裕
も
な
い
建
売
住

宅
が
軒
を
連
ね
て
い
る
現
状
、
こ
の
貧

し
さ
を
本
気
に
な
っ
て
考
え
直
す
べ
き

だ
っ
て
ね
。

川
井
…
全
く
だ
よ
。
名
論
だ
ね
。

宍
戸
…
実
際
、
宮
城
県
。
自
石
っ
て
恵

ま
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
自
信
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
ね
。

川
井
…
そ
の
と
お
り
だ
よ
ね
。

宍
戸
…
と
こ
ろ
で
都
市
計
画
っ
て
い
う

と
、
阪
神
大
震
災
の
被
災
地
神
戸
で
も

再
開
発
は
難
し
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
白
石
の
都
市
計
画
の
実
態
っ
て

ど
う
で
す
か
。

川
井
…
例
え
ば
、
市
の
就
職
試
験
で
面

接
し
ま
す
よ
ね
、
そ
う
す
る
と
殆
ど
の

人
が
都
市
計
画
や
り
た
い
か
ら
っ
て
言

う
。
そ
の
と
き
必
ず
言
う
の
は
、
都
市

計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
、

ば
り
雑
言
浴
び
て
戻
っ
て
来
る
。
こ
れ

を
繰
り
返
す
の
が
、
9
9
％
。
土
地
問
題

で
ー
。
や
っ
と
解
決
し
て
、
そ
の
土

地
に
絵
を
描
く
な
ん
て
い
う
の
は
ほ
ん

の
ー
％
し
か
な
い
。
こ
れ
が
現
実
で
す

っ
て
ね
。

宍
戸
…
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

川
井
…
日
本
は
ま
た
、
よ
く
紙
と
木
と

泥
の
文
化
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

宍
戸
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
並
み
の
美
し

さ
な
ん
か
は
、
昔
か
ら
の
都
市
計
画
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。川

井
…
そ
う
、
ウ
ィ
ー
ン
や
パ
リ
に
し

て
も
居
住
空
間
は
、
す
っ
か
り
と
直
し

て
い
る
。
し
か
し
、
外
観
は
往
時
を
し

の
ば
せ
る
景
観
を
し
っ
か
り
と
保
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
ね
。

宍
戸
…
や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
で
規
制
を

尊
重
し
、
守
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

川
井
…
話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
白
石

城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
上
映
さ

れ
て
い
る
3
D
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
第
二

弾
と
し
て
「
鬼
小
十
郎
帰
る
に
及
ば
ず
」

の
撮
影
が
さ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
中
で
、

宍
戸
さ
ん
に
は
景
綱
役
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
大
上
段
に
構
え
て
、
役

づ
く
り
と
は
、
俳
優
と
は
い
っ
た
い
何

な
ん
で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
し
ま
す
．

宍
戸
…
簡
単
に
言
え
ば
、
台
詞
を
覚
え

て
言
え
る
か
、
言
え
な
い
か
の
問
題
で

す
。
ま
た
、
役
に
な
り
き
れ
る
か
と
い

っ
た
ら
、
な
り
き
れ
な
い
。
た
だ
し
、

　
　
　
　
　
・
・
期
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恢

鮮
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，

禰

ド
ラ
マ
の
中
で
な
り
き
っ
た
ふ
り
は
で

き
る
。
そ
れ
が
、
演
技
っ
て
い
う
や
つ

で
。
そ
れ
を
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
見

せ
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
う
ま
く

い
く
か
ど
う
か
が
如
実
に
わ
か
る
の

は
、
脚
本
を
も
ら
っ
た
と
き
に
、
観
客

に
対
す
る
配
役
の
持
つ
最
大
公
約
数
的

イ
メ
ー
ジ
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
っ
て
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
演
じ

き
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
し
て
も
、
や
は
り

最
大
公
約
数
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
れ
を
演
じ
き
れ
る
か
と
い
う
と

結
構
、
難
し
い
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
理
解

で
き
る
の
は
、
演
技
的
に
は
四
十
過
ぎ

な
い
と
ね
。
↓
o
げ
ρ
霞
8
茸
o
σ
ρ
跨
葺
、
の

跨
Φ
曾
Φ
呂
o
戸
を
理
解
で
き
台
詞
と
し

て
言
い
き
れ
る
の
は
、
四
十
過
ぎ
て
か

ら
で
し
ょ
う
ね
。
身
に
し
み
て
僕
も
感

じ
て
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

川
井
…
小
十
郎
に
対
す
る
市
民
の
最
大

辱一脚　　製
轡

諏
＼
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・
取
電

　
　
　
ド
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虐
、
護

　
　
　
握

，

曇

公
約
数
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

宍
戸
…
そ
う
で
す
。
片
倉
小
十
郎
景
綱

を
演
じ
る
上
で
、
当
然
、
歴
史
の
時
代

背
景
も
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
す
。
た
だ
、
今
残
っ
て
い
る

歴
史
が
ど
れ
だ
け
史
実
に
近
い
か
と
い

う
と
　
　
　
。

川
井
…
わ
か
り
っ
こ
な
い
か
ら
ね
。

宍
戸
…
本
当
の
と
こ
ろ
は
、
誰
も
わ
か

ら
な
い
か
ら
、
今
年
の
N
H
K
大
河
ド

ラ
マ
の
よ
う
な
展
開
も
可
能
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。
今
回
の
「
秀
吉
」
な
ん
か
は

新
解
釈
で
な
く
革
命
だ
と
、
僕
は
考
え

て
い
ま
す
。

川
井
…
だ
か
ら
、
あ
れ
ほ
ど
面
自
く
、

視
聴
率
も
高
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

宍
戸
…
今
回
の
小
十
郎
の
シ
ナ
リ
オ

で
、
真
田
幸
村
の
息
女
「
阿
梅
」
に
関

す
る
扱
い
も
同
様
の
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
立
体
感
覚
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映

像
と
し
て
、
上
映
時
間
内
に
観
客
の
満

足
を
得
る
た
め
に
は
、
シ
リ
ア
ス
な
映

像
や
、
芸
術
性
の
追
求
に
は
自
ず
と
限

度
が
あ
る
っ
て
こ
と
で
す
。

川
井
…
そ
の
辺
の
こ
と
も
わ
か
っ
た
上

で
3
D
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
る
と
面
白

い
で
す
ね
。
〔
五
月
頃
か
ら
上
映
予
定
〕

　
残
念
で
す
が
、
時
間
が
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
日
は
、
私
の
上
京
に
合
わ

せ
て
、
ご
対
談
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宍
戸
…
い
つ
の
日
か
、
1
4
階
の
裕
次
郎

の
席
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
先
輩
、
失
礼

し
ま
す
。
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勲四等瑞宝章

　
　
　
　
　
氏

　
　
　
　
　
山

回や

　
　
　
　
編

識
隔
騒
當

勲四等瑞宝章

　
　
　
　
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
山

　昭和45年、白石市議会議員に初当

選、以来連続7期25年間議員として

在職され、その間、議長として4年、

総務財政常任委員長及び自石バイパ

ス建設促進対策特別委員会副委員長

などの要職を歴任し、議会の円滑な

運営に大きく貢献されました。また、

農業委員や白石市土地改良区理事な

どの要職も長年務め、地方自治の発

展のためにご尽力されました。

　昭和17年に東京郵便局検閲課に採

用になり、以来昭和60年7月に職を

退かれるまでの43年の長きにわたり

職務に精励されました。

　この間、東北郵政局の人事、秘書、

厚生、管理等の要職、また、古川郵

便局長、山形郵便局長の要職も歴任

され、豊富な業務知識と円熟した手

腕により業務の正常な運行にご尽力

されました。

・ヒ還・・

　　　　［

　　　　～

　12月3日、

　　　　，β
　　　　通
　　　　槻
春の叙勲で自治功労に

より勲四等瑞宝章を受章された山谷

宗吉氏と、秋の叙勲で郵政事業功労

により勲四等瑞宝章を受章された山

内勇氏の叙勲祝賀会が白石蔵モパレ

スホテルで行われ、250人の参加者

が2人の受章を祝いました。

貧ヤ

　
虫
露
：
■
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よ
、

暴濫
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1療

　股畷訳

みなさんからの素敵な

情報を待りてます！

白石の味とどけます

　12月10日、臼石名産のころ柿やた

る柿を全国にお届けする、ころ柿ゆ

うパックの出発式が市内大平の宮城

県ころ柿出荷組合（保科惣一郎理事

長）で行われました。

　今年は、病気などで激減した昨年

に比べ生産量も多く、味も夏の小雨

のおかげで甘みが強く上々のできだ

とのことで、関束、北海道方面を中

心に二千個の出荷を見込んでいます。

　また、新商品の柿生一めんなども

加わり、全国のファンのもとに送ら

れました。
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寒い冬に暖かい話題を

　市内大平の上森合地区の自治会

で、11月23日敬老いも煮会が開かれ

ました。

　これは、平成元年の上森合集会所

完成以来続いているもので、自治会

としては市内で2番目に小さいとい

う同地区の恒例行事となっているも

のです。

　鴎謡醤細鯛．　1麟上姦笹いご煮会騨

一臨艸蝕禰　・
むロロゆぴロテ　

曝勲懸』烈、
　　　轄、 鷹　 罰　　　鍵
　　　　　　．1き∫毘　　　陣

一灘駿叢i騨
、
、
．

4一晶鱒謙、戯欝

　当日は、材料を持ち寄り、地区内

の65歳以上のお年寄り22人を招待し

ての芋煮会となり、参加者65人が思

い思いの話に花を咲かせていました。

引いて引かれて　大熱戦

　11月23日の勤労感謝の日、恒例の

市民綱引き大会が自石中学校体育館

で行われ、大熱戦が繰り広げられま

した。今年は一般男子1部（クラブ

チーム）・2部、一般男女混合、小

学生男女混合、中学生男子、中学生

女子併せて23チームが参加し、日頃

の練習の成果を競いました。

　主な結果は次のとおりです。

一般男子1部（クラブチーム）

　君B山さくらS．P．

　　　　　　　騨　　　　　　　　ゴ

　　　　　　　慰蓮

　　　　　　　邊 激、叢鯉

一般男子2部

　セコム工業
一般男女混合の部

　白石あけぼの園金メダルチーム

ー般女子の部

　福岡スポーツクラブ

中学生男子の部

　東中ゴリラーズ

中学生女子の部

　K．T．
小学生男女混合の部

　白川小年野球クラブ

阪神大震災を風化させないで

髄野

　 響rジe4FεOE飢7痴、
　　⊥，鳳腕・I

r恥一
，馨

へ蟹期・，

奮　鰯贈一　寿
　　　　　橘1・▼野職㌧

　11月10日に勤労青少年ホームで行

われた第24回ALTA祭で、「3RICE

KOBE」に協力しようと喫茶コーナ

ーが開設され、参加者の反響を呼ん

でいました。

　「3RICE　KOBE」運動は、ボラン

ティア団体「神戸元気村」が、阪神大

震災で被災し仮設住宅で暮らすお年

寄りに、毎月3kgの米を送る活動で

す。喫茶コーナー「CAFEDE
ALTA」は、ホームの利用者がその

運動に協力しようということで開設

され、当日の売上金は神戸に送られ

ました。

ノーマライゼーションを目指して

　12月8日、臼石市老人福祉センタ

ーで、障害者の日の記念式典が行わ

れました。これは、白石市身体障害

者協会（岩松　亀一郎会長　会員約

200名）が、12月9日の障害者の日

を記念して昨年から行っているもの

で、式典では、物故者への1分問の

黙とうに続き、主催者がノーマライ

ゼーションのより一層の進展をアピ

ールしました。

　　　　　『『罪　－・遊“

　　　　　　　い　　　　　　　　　ドリあコ

濫‘饗・1一鼻一・翻

　　　　　菰
　　　耳箪　誹　　■ψ》「

　　　　　　　蟹㌧罐弧猛｝、

　また、式典に続いての懇親会では、

カラオケや踊りが披露され、懇親を

深めました。

県境超えて観光客を誘致

　「国道113号（2市2町）観光推

進協議会」の設立総会が12月5日、

白石市の白石蔵王パレスホテルで開

かれました。白石市、七ケ宿町、南

陽市、高畠町の2市2町の自治体、

観光協会、などの代表ら約40人が出

席し、大竹俊博南陽市長が会長に就

任しました。国道113号の改良工事

は平成10年度に完成予定で、大型観

光バスの通行が可能になることか

ら、来年度以降、観光ポスター・観

光地図の作製や、旅行企画の充実な

どの事業を展開する予定です。
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一足早いクリスマス

　市内の在宅心身障害児者を招いて

の、恒例のクリスマス会が8日、中

央公民館で開かれました。

愚　　阿｝、『　　1　　　　一

　　　　　一　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－r
　　甲　ト
　　　　　ノ　　　　ノ　　　　広　　　　　　　　　、麟r畠

　　　　　　　　　　　　［　　　　死
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　　一1
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　　　、＿　　　襲F饗
〆’響　，＿＼・ミ’

疑　　　，／
　これは市民ボランティアサークル

の「つくし」（小野寺かおり代表）

が毎年開いているもので、今年で25

回目。

　障害者とその家族の方々が参加

し、アイデアを凝らしたゲーム大会

や、カラオケ大会を通じて交流を深

めました。

　一足早いサンタの贈り物です。
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初裁サーワツ

針を動かし生涯軸
　　　　　　　佐藤脚テさる

・
－
環
逃
鼠
曝

●お詫びと訂正
12月号の本コーナー中誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします、

2行目・9行目……揺→謡
2行目……・………一・習ってみないかの声→習ってみませんかの声

16行日…………・…・・今年→来年

私たちの和裁サークルは、婦人の家主

催の和裁講座（平成6年5月）に参加し、

講座が終了と同時に全員の希望でサーク

ルになり2年半になります。

50の手習いと申しましょうか（いえ

30代の若い方もいらっしゃいますが）

若い頃ちょっと針を持ったく5いという

方達ぱかりの集まりです。

最初は浴衣縫いから始まり、今はこ主

人の物、我が子・孫の物など10台の和

裁台は様々な布で賑やかです。

2枚、3枚目の作品になってもまだま

だ判らない箇所がたくさんありますが、

温厚な山崎とし子先生に、その都度ちょ

っと小さくなりながらたずねますと、前

に教えていただいたことも、まるで初め

てのようにていねいに優しく教えてくだ

さいます。

針を動かしながら漬け物のコツとか、

病気の予防法、ファッションなどの話の

花が咲き、針は動かず口ばかりになると

ぎもありますが、生涯学習としていつま

でも続けたいと願っております。

毎月第1、第3水曜日、午前10時よ

り2時問マンツーマンで教えていただけ

ますので皆様もお仲間になりませんか。

みなさん、新年明けましておめでとうございます。

本年もよろしくお願いいたします。

　さて、今月はオペラハウスの話をしてみたいと思い

ます。

　シドニーヘ来たら絶対に欠かせない観光スポットと

いえばこのオペラハウス。貝のような形をしている近

代的な建物ですが、歴史を見ると、1957年から約17

年間もかけて作り上げられたものなのです。4つの劇

場、5つのリハーサル場、レストラン、バーをはじめ、

衣装室、図書館、美術館まで設計されている巨大な建

築物の集合体です。もっとも広いコンサートホールで

は2，679人もの観客が収容でき、全てが計算されてつ

くられていて、20年前にたてられたものとは思えな

いくらい、外観、設備、内装、全てが美しい建物です。

F｝『0π7Sわ乙Jk乙4ちゃん
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　　　　　　　　　　　　一
＼

　　＼＼
　　　＼＞

　　　＼　　ノ硫
　　　　　尽

　　　　　　ご＼擁

　　　　　　　　　　　　ぺ日産プリンス宮城販売舶石営業所＼き⑧

吉田香甑　酬園＼
　　　　　　　　　　　　　　＼

「
な

ツ
，

ぐ、

仕事について

日産プリンスで事務をやっています。

女性が一人しかいないので、やることがたくさ

んあって大変ですが、みなさん優しく、マイペー

スでやっています。

夢や目標

夢は世界一周すること

理想のタイプ

ず～っと一緒にいてもあきない人。

懇⑪◎◎◎◎◎◎◎⑪◎◎⑪◎

　、》

ぐ

一手作りの服に喜びを一

　山本美代子さん
　　　（寿山）

「自分のスカートぐらいは自分で縫って着た

い。」とずっと思っていたので勤めを辞めると

同時に「手作り」に挑戦しました。

先生の指導を受けながら、スカートからは

じめ、今では、ブラゥス、スーッ、コート

等々。特に安い端切れですてきな服ができた

ときなどは、「世界にたった一つしかない私の

オリジナル。」という感激が胸をよぎります。

私はこれからも「手作りの服」に胸をはり、

日々努力精進していきたいと思っています。

初縫いしスーツに着替え路地行けば

　　　　ろう梅の香りほのかに匂う

促
さ
れ
孫
と
拝
み
し

て
暗
し

枝
豆
の
実
入
り
近
し

て
先
に
喰
い
お
り

連
ら
な
り
て
風
に
乗

に
あ
か
ず
眺
む
る

玄
関
に
夫
の
靴
音
絶

降
る
の
み

く
れ
な
い
を
帯
び
て

地
に
見
つ
つ
過
ぎ
行

楢
の
樹
の
渕
に
倒
れ

て
若
木
が
伸
ぴ
る

風
に
鑛
う
落
葉
掃
き

等
唄
い
し
を

市
民
文
芸
購
霧
灘
灘
趨
撫
雛
・
瀞
麟
簸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
ざ
か
り
の
午
後
を
来
た
り
し
七
日
原
無
人
売
場
に

　
高
橋
辰
男
選
大
根
求
む
　
　
　
　

赤
柄
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
翅
の
綾
な
す
色
の
お
も
し
ろ
さ
葉
う
ら
に
あ
ま
た

満
月
も
吾
が
病
む
目
に
は
歪
み
　
　
狂
い
咲
き
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

　
　
　
　
　
　
　
日
下
　
三
雄
　
　
山
茶
花
の
蕾
も
ち
た
る
生
垣
に
通
院
の
一
年
早
や
め

と
来
て
み
る
に
か
も
し
か
の
い
　
　
ぐ
り
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
カ
シ
ワ
　
　
麟
醐
一
首
目
、
眼
を
病
む
現
実
を
。
具
体
的
に
た

り
ゆ
く
あ
き
あ
か
ね
病
室
の
窓
　
　
じ
ろ
が
ず
詠
ん
で
力
が
こ
も
る
。
二
首
目
、
丹
精
し

　
　
　
　
　
　
　
．
石
沢
　
敏
子
　
　
た
枝
豆
を
か
も
し
か
に
先
取
り
さ
れ
て
、
怒
っ
て
も

え
て
よ
り
訪
う
人
も
な
く
落
葉
　
　
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
、
苦
笑
い
し
て
い
る
作
者

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子
　
　
が
見
え
る
。
三
首
目
、
風
に
同
じ
方
向
に
流
さ
れ
る

蕾
の
ふ
く
ら
み
し
山
茶
花
を
路
　
　
赤
ト
ン
ボ
の
群
。
珍
し
い
光
景
の
秋
の
風
物
詩
。

く
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

・
朽
ち
て
ゆ
く
根
難
き
欝
團
國
遠
藤
秋
尾
選

つ
つ
思
い
出
す
焚
火
の
唱
歌
子
　
　
ゆ
く
雲
を
ゆ
っ
た
り
映
し
湖
澄
め
り
　
八
島
　
葉
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
べ

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く
　
　
昨
夜
雨
に
倒
れ
乱
れ
し
小
菊
か
な
　
　
日
下
　
　
文

そ
よ
ぎ
あ
り
材
木
岩
の

三
回
忌
近
き
仏
間
の
障

蔵
王
の
薄
墨
色
の
今
朝

変
り
ゆ
く
季
節
の
早
さ

生
涯
を
悔
な
く
過
し
木

犬
曳
い
て
歩
く
身
恵
が

母
の
顔
偲
び
し
今
朝
の

彩
り
も
香
も
う
つ
ろ
い

潮｝一句目、

秋
も
耀

澄
ん
で
く
る
，
こ
の
句

無
風
で
鏡
の
よ
う
に
静

し
て
い
る
。
二
句
目
、

小
菊
に
夜
雨
が
あ
り
、

し
た
。
倒
れ
乱
れ
し
の

に
し
た
。
三
句
目
、
そ

へ
ば
り
つ
く
紅
葉
が
風

て
い
る
よ
う
な
風
景
を

近
江
孫
太
郎
選

胴
の
紅
葉
に
も
　
　
鈴
木
　
民
子

｝
障
子
貼
る
　
　
　
熊
谷
　
敏
子

，
朝
の
冬
　
　
　
　
佐
藤
　
周
子

－
さ
小
鳥
来
る
　
　
青
木
　
良
子

V
木
の
葉
髪
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

　
こ
そ
こ
と
し

り
が
去
年
今
年
　
　
高
橋
　
正
男

刊
の
菊
な
ま
す
　
　
川
村
　
静
恵

ノ
い
ぬ
庭
の
菊
　
高
子
た
ち
ば
な

も
深
ま
っ
て
く
る
と
川
も
湖
も

）
句
は
湖
水
で
あ
ろ
う
。
し
か
も

［
静
か
な
水
面
に
雲
の
流
れ
を
映

H
、
し
ば
ら
く
庭
を
彩
っ
て
い
た

・
、
朝
見
た
無
惨
な
姿
を
一
句
に

あ
中
七
が
リ
ズ
ム
の
よ
い
俳
句

そ
び
え
立
つ
材
木
岩
の
中
程
に

〃
風
に
そ
よ
い
で
い
る
、
、
絵
を
見

を
う
た
う
。

蹟
い
た
石
と
話
を
し
て
み
よ
う
　
　
　
草
野
　
　
清

花
言
葉
の
形
で
朽
ち
る
花
も
あ
る
　
　
片
岡
　
鶴
子

何
も
か
も
妻
の
ぺ
ー
ス
に
な
っ
て
ゆ
く
　
菊
池
　
不
忘

夢
の
木
に
花
を
咲
か
せ
る
夢
に
酔
い
　
一
條
　
芳
子

遥
か
遥
か
風
吹
き
渡
る
埴
輸
の
目
　
　
南
　
か
ほ
る

レ
コ
ー
ド
の
溝
一
本
と
い
う
不
思
議
　
四
竃
　
英
夫

今
日
よ
り
は
プ
ラ
ス
思
考
で
前
向
き
に
　
米
沢
　
礼
子

病
床
の
夫
の
目
痛
く
帰
路
に
つ
く
　
　
大
沼
　
妙
子

落
葉
一
枚
見
果
て
ぬ
夢
も
あ
っ
た
ろ
に
　
西
　
ま
ち
女

頂
点
に
立
っ
て
汚
職
の
沼
に
落
ち
　
　
佐
藤
　
武
雄

羅
｝
句
目
、
「
石
と
対
話
す
る
…
」
句
の
意
外
性

は
読
者
を
ひ
き
つ
け
る
。
ま
た
擬
人
法
で
事
象
を
捉

え
た
作
句
技
法
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
秀
句
。
二
句

目
、
花
言
葉
ど
お
り
生
き
、
そ
し
て
消
え
て
い
っ
た

人
間
模
様
…
．
．
女
性
特
有
の
繊
細
な
洞
察
力
な
ら
で

は
の
句
。
佳
旬
。
三
句
目
、
男
か
ら
「
闘
争
心
」
を

削
る
と
萎
え
る
の
が
常
識
。
そ
の
た
め
の
妻
は
、
共

存
生
活
維
持
の
た
め
に
主
導
権
を
握
り
、
弱
い
夫
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
…
。
「
骨
太
の
女
」
の
誕
生
で
あ

る
。
力
量
の
あ
る
句
。
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市民税・県民税の申告棚談

申告を必要とする方

　今年の1月1日現在、市内に住所

を有している方は、原則として申告

書を提出しなければなりません。

〔該当者〕

●商業・農業・製造業などの事業を

　営んでいる方

●譲渡・不動産・配当・利子・雑収

　入などの所得のあった方

●給与所得または公的年金等（国民

　年金、厚生年金、農業者年金、各

　種共済組合年金など）による所得

　以外の所得のあった方

●給与または公的年金等で、2か所

　以上の所得のあった方

●給与所得者または公的年金等所得

　者で、事業所または公的年金等支

払者から、給与支払報告書、また

は公的年金等支払報告書を白石市

に提出されていない方

●所得のなかった方も、申告書の裏

　面に、所得のなかった事由を書い

　て提出してください。

●税務署に所得税の確定申告書を提

　出される方や給与支払報告書が白

　石市に提出されている方は申告の

　必要がありません。

襲卜歯些㊥些魯中蓼㊥櫛堕魯争噛魯乎乎乎乎蓼中蓼櫛藤堕争櫛函曙櫛中櫛魯勢雫蓼申櫛塾櫛魯塾櫛函堕櫛櫛櫛争魯堕魯
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蓼
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塾
中
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堕
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魯
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毒
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争
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争
中
蓼
雫
蓼

申告に必要なもの

　申告には次のものが必要です。

●所得の状況が明らかな帳簿や領収

書、またはこれらを確認できるも

　の（計算資料など）

●配偶者・扶養親族などの収入額が

　わかるもの

●医療費などの受領書

●生命保険料・損害保険料などの支

　払証明書など

●印鑑

所得税の確定申告

異がん検診日程表

月　日

1月27日

1月28日

1月29日

1月30日

1月31日

2月3日

2月4日

2月5日

2月6日

2月7日

2月10日

2月12日

2月13日

2月14日

曜日

月

火

水

木

金

月

くグ

水

木

金

月

水

木

金

実施会場

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

　
胃
ガ
ン
検
診
を
左
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
受
診
票

を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
指
定
の

日
時
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各

公
民
館
に
て
、
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

は
受
診
票
を
お
持
ち
に
な
り
健
康
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
受
検
し
て
く
だ
さ
い
、

不
明
な
点
は
市
役
所
保
健
課

盈
二
五
－
二
一
二
　
（
内
線
）
六
う
三

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

胃
ガ
ン
検
診
の
お
知
ら
せ

　所得税の確定申告は、平成8年中

の所得と、それに対する所得税の納

め過ぎや、不足分を精算するための

申告です。源泉徴収票や予定納税で

納め過ぎになっている方、給与所得

などで雑損控除や医療費控除を受け

られる方、住宅取得控除をうけられ

る方、年の中途で退職し、その後就

職しないため年末調整を受けなかっ

た方等は、確定申告をしなければ、

納め過ぎになっている税金は還付さ

れません。

　税金の還付を受けられる方は、2

月17日以前でも、税務署で申告書を

受け付けていますから、早めに申告

をして還付を受けてください。

市民税・県民税の申告相談は2月4日から3月17日ま

で次の日程で行います。指定の会場で申告してください。

市・県民税申告相談日程表
2月4日～3月17日・午前9＝00～11＝00午後1：00～4＝00

月！日

曜

餌
火

5
水

6
木

7
金

10

月

12

水

13

木

14

金

17

月

18

火

19

水

20

木

21

金

ム
π
場

斎
川
公
民
館

大
平
公
民
館

越
河
公
民
館

大
鷹
沢
公
民
館

小
原
公
民
館

白
川
公
民
館

公
民
館

福
　
岡

24

月

△
雷治自

午　　前 午　　後

斎川1区・2区・
3区

斎川5区・6区

大平2区・3－1区

大平3－2区・7区

越河1区・2区

越河5区・6区

越河8区・9区

大鷹沢1区・2区
田中

大鷹沢5区・7区・
8区

上戸沢・下戸沢・
冷清水

東・中北・新町

白川1区

白川3区・5区

上原・下原・
山ノ下

4－1区・4－2区

7－1区・7－2区・
8区

1区・8区・9区

4区・5区・6区

3区・4区

7区

10区

3区・4区・6区

9区・10区・11区
12区

赤井畑・大熊・
塩倉

猿鼻・赤坂・湯元
明戸・小久保平

区4区∩
／
］

6区・7区

鎌先・弥治郎・
大網

月／日

曜

25

火

26

水

27

木

28

金

31
月

3

4
火

5
水

6
木

7
金

10

月

11

火

12

水

13

木

14金

17月

ム
万
場

福
岡
公
民
館

深
谷
公
民
館

市

役

所

大

会

議

室

△
五治自

午　　前

中、
γ

八宮、芹沢

西区上・南区

西区下・東区

滝上・尾箆・

岩の上

本町・中町・長町
亘理町

午　　後

山根

蔵王・不忘・

川原子

酪農事業者
（福岡全地区）

北区・三住

下滝

南町

田町・たばこ耕作者（全地区）

短ケ町・新町
中益岡・東益岡

本郷第1・旭町

西益岡・寿町
清水小路

柳町

本郷第3

本郷第2・本郷第4

上郡山

緑が丘

郡山

鷹巣・小下倉

寿山

上記日程で申告できなかった方

O今後、地方税が改正されることもありますのでご注意ください。

O申告期限が近くなる程に待ち時間が長くなります。日程表による指定日に都合の悪い方はでき

　るだけ当該地区会場で、早めに申告してください。

O各地区公民館の申告相談日は、担当職員が全員公民館に移動しますので、市役所では申告でき

　ません。

Oこの申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税の算定・児童手当・

　重度心身障害者医療費等の支給基礎算定のほか、収入・所得など各種証明の資料となります。

　忘れないで申告してください。

○市税の納付は口座振替が便利です。ご希望の方は申告会場に「預金通帳・印鑑・納税通知書」

　をご持参ください。

Oたばこ耕作者（全地区）の申告相談は、3月5日午後1時～4時市役所大会議室です。

　㊥税務課市民税係　⑳142・143
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農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
に
つ
い
て

　
　
　
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
九
年
一
月
一
日
現
在
の
状

　
　
況
を
一
月
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

　
　
簿
登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

選
挙
権
を
有
す
る
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
認
め
ら
れ
る
者
。

一
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
満
二

　
十
年
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
者
）
以
上
の
者
で
次

　
の
要
件
を
備
え
る
者

①
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
者

②
そ
の
者
の
同
居
の
親
族
（
六
親
等
内

　
の
血
族
又
は
三
親
等
内
の
姻
族
）
ま

　
た
は
配
偶
者
で
あ
っ
て
年
問
に
お
お

　
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る

　
者

③
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

　
合
員
又
は
社
員
で
年
問
に
お
お
む
ね

　
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者

二
、
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
者
で
あ

　
っ
て
も
次
の
場
合
は
有
資
格
者
と
な

　
り
ま
す
，

①
農
閑
期
等
の
た
め
の
一
時
的
出
稼
ぎ

②
特
別
の
事
情
に
よ
り
臨
時
手
伝
い
等

　
の
た
め
、
一
時
不
在
と
な
っ
た
者
。

③
疾
病
、
負
傷
等
に
よ
り
入
院
加
療
中

　
の
営
業
主
（
同
居
の
親
族
又
は
配
偶

　
者
の
場
合
は
、
平
成
八
年
一
月
一
日

　
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

　
間
に
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
た

　
と
認
め
ら
れ
る
者
）

　
登
載
申
請
書
の
提
出
の
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や
リ
コ

ー
ル
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協
力

員
（
自
治
会
長
）
が
十
二
月
下
旬
に
配

付
し
一
月
上
旬
に
回
収
さ
れ
ま
す
。

　
一
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
不
明
の
点
は
農
業
委
員
会

事
務
局
㊥
二
二
一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

●
縦
覧
期
間

　
平
成
九
年
二
月
二
十
三
日
～

　
　
　
三
月
九
日
（
十
五
日
間
）

●
縦
覧
場
所

　白

石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

グリーンオア恢通信v。、、
森づくり大地に託す夢・未来

第48回全国植樹祭

グリーンレディ紹介

バ

風
一

「森づくり　大地に託す　夢・未来」

です。また、その意味するところは

「一人ひとりの夢を小さな緑に託し、

やがて大きな森林として次世代へ引

き継いでいこう」ということです。
　　　　　　　　　　　　も　り
みなさんおひとりおひとりに森林へ

の関心を高めていっていただけれ

ば、…と思います。

★そのほか何かありましたら

　ぜひ、山へお出かけください。木

や森林を見てそのよさを感じてくだ

さい。

　最後になりましたが、5月までど

うぞよろしくお願いいたします。

　第48回全国植樹祭宮城県実行委員

会では、18人の女性を「グリーンレ

ディ」として公募、決定しました。

　自石市からは緑が丘に住む高橋亜

紀子さん（東北大学3年）が選ばれ

ましたので、ご紹介いたします。

★グリーンレディに応募したきっかけは？

　今回の植樹祭が地元白石で行われ

るものだということと、自分自身の

転機になるかもしれないと感じたか

らです。

★選ばれた瞬問どう思いましたか？

　選ばれないと思っていましたの

で、あまり実感はわきませんでした

が、「責任重大」という文字が頭に

浮かびました。

★これからの活動の豊富は？

　最後まできちんと責任を果たせる

よう、努力していきたいと考えてお

ります。参加される方々に「来てよ

かった」と思っていただけるような

対応ができればと思います。

★みなさんに全国植樹祭のP　Rをどうぞ

　第48回全国植樹祭の大会テーマは

ボ趣①少年団を㌦

WeIre　Green　ChiIdren

　　白川みどりの少年団

　白川緑の少年団です。緑や自然を

大切にしていきます。

購卿
藩盛鹸転

融
’

屠
購
撫
．

第二小学校みどりの少年団

　球根や苗を植え、緑と花いっぱい

の学校にしたいです。

顎冒姦・，纈轡

「こんな考えで仕事を

している病院薬剤師」

　
　
お
詫
び
と
訂
正

広
報
し
ろ
い
し
1
2
月
号
の
健
康
一

ロ
メ
モ
に
お
い
て
、
宮
城
医
院
　
宮

城
秀
文
院
長
の
原
稿
と
］
部
違
っ
た

原
稿
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
宮
城
院

長
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
お

詫
び
い
た
し
ま
す
．

公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
薬
剤
師
　
両
　
国

　
最
近
、
度
重
な
る
薬
害
に
よ
り
、
薬

に
対
す
る
不
信
感
が
非
常
に
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
，

　
医
療
と
薬
と
は
、
密
接
な
関
係
に
あ

る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

医
療
の
現
場
ば
か
り
で
な
く
医
療
を
受

け
る
側
に
も
薬
の
使
い
方
、
薬
の
効
果

副
作
用
に
つ
い
て
の
十
分
な
情
報
提

供
、
使
用
上
の
注
意
そ
し
て
薬
物
相
互

ノ整　ト’　ノ轡

睦
　
男

膠

作
用
の
問
題
が
と
み
に
注
目
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
医
療
は
“
い
の
ち
”
に
関
わ
る
だ
け

に
切
実
な
問
題
で
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
ふ
ま
え
て
病
院
薬
剤
師
は
、
患
者
さ

ん
の
立
場
に
た
っ
て
服
薬
指
導
の
可
能

な
患
者
さ
ん
に
は
、
病
棟
に
お
も
む
き
、

わ
か
り
や
す
い
．
言
葉
で
薬
の
情
報
提
供

を
し
て
い
ま
す
。

顧りも守りたいのはおもし物

＃06愚働㊤礎よ⑳

　　　11月の活動

　11月9日（土）～10日（日）第18

回白石市農業祭が白石市民会館で行

才）れました。

　会場は市民の方々で大にぎわいで

した。この日人権擁護委員も参加し、

「人権を守って住みよい白石」にし

ましょうと市民に呼びかけました。

騨畢，鰐墾

この人権ワッペンが各小学校に配られました。

　、　　’一調斑曽』

　　寮
　　繧鱒圏童！

　　鞠　・、野

　　　みんなで守って明るい明日
皿・
　「そんなことは勝手だろう」「個　　護するということは、自分と他人の

人の自由だろう」と権利を主張する　　権利を共存させていくということで

言葉をよく聞きます。人間が生まれ　　　あり、「自分勝手」ではないのです。

ながらに持っている基本的人権とい　　　　自石市はこのような人権思想の普

うものは個人のものです。　　　　　　及を図るため、いろいろな事業を推

　しかし、社会生活の中で人権を擁　　進しています。

　　　「一日人権擁護委員』委嘱状交付式

　12月6日（金）「一日人権擁護委員」

委嘱状交付式が市役所応接室で行わ

れました。

　これは人権思想の一層の普及推進

を目的に委嘱したものです ，

　白石市立自石第一小学校

　　　　　　　　　くん



片倉家中武家屋敷「1日小関家」

『七草の会』みんなで食べよう！七草粥

●日　時　　平成9年1月7日（火）

　　　　午前11時～午後1時
●会　場　　片倉家中武家屋敷

　　　　「旧小関家」

●共催
財団法人自石市文化体育振興財団

●内容
七草粥を作り、来観者等に試食し

ていただきます。

●講師

白石市食生活改善推進員会会員

●問い合わせ先

白石市教育委員会社会教育課

文化財係　盈25－2111

（内線）412、413

図書館 恐・FAX25－3004

今月は休館月です

　1月1日～4日は年始のため休館
です，

5日は開館日ですが、図書の返却，

閲覧のみとさせていただきます。貸

出はいたしません。

　1月6日は月曜日につき休館日で

す。1月7日～2月11日まで休館い

たします（コンピュータ導入準備の

ため）。

中央公民館 2聾・FAX24－5377　盈26－2453

新春囲碁・将棋大会

●日　時　1月26日（日）9：00～

●会　費　一人1，000円（昼食代等）

　　　※中学生以下は500円
●参加資格　市民

●試合方法

囲碁・将棋の部とも段級別による

リーグ戦とします。

●申し込み方法

　1月18日（土）までに申し込み書

に会費を添えて、中央公民館まで

お申し込みください。（申し込み

書は中央公民館にあります）

成人式は簡素な服装で

今年、市内で大人の仲間入りをす

る新成人は約600人です。この方々

の成人式を下記のとおり行いますの

で、簡素な服装でご出席ください。

●日　時　1月15日（水）午前10時

●式　場　中央公民館大ホール

第16回公民館まつり

★文化講演会

●日　時　2月7日（金）

　　　午後7時～8時30分
●講　師　富永　一朗（漫画家）

●演題「人生みな恩人」

●入場料　無料（入場券が必要です）

★素人カラオケ大会

●日　時　2月11日（火）10：00～

●会　場　中央公民館大ホール

●定　員　20名（定員で締切り）

●参加費　3，000円

●申し込み方法

　1月17日（金）まで参加費と歌う

曲目（2曲分）を添えて、中央公民

館までお申し込みください。

★あそびランドと映画会

●日　　日寺　　2月8日　　（土）　13：00～

●内容
午後1＝00～2：30　映画

午後2：30～4：00　あそびランド

図

UBRARY　NEWS
★今月の書棚（子供読書室）

小学校中学年～中学生向

〔全　5巻〕学習研究社

、野葺薩鑛濯
纏i．畿騨肇　
　　　轟施属β

特徴＝マルチメデイアの大きな可能性を紹

介、その有効な使い方を生活との関連づけ

から解説した未来社会へのガイドブック。

■新着図書案内30選
1．新13星座占い　　　　　　岩崎まゆ著

2．参謀は名を秘す　　　　　童門冬二著

3．広開土王と「倭の五王」　小林恵子著

4．人を活かせ自分を活かせ　櫻井秀勲著

5．失速するよいこたち　　　三好邦雄著

6．疲労とつきあう　　　　　飯島裕一著

7．目に効く肝臓にきくメグスリノキ

　　　　　　ブテで・ソク社編
8，60歳からの健康達人　企業OBベンクラブ著

9．こども漢方　　　　　　　　劉　影著
10，世界の食卓ヨーロッパ編　　食紀行の会著

11．クニエダヤスエ　和の食卓

　　　　　　クニエダヤスエ著
12．色鉛筆たのしく書く初級編

　　　　　ビジョン企画出版社編
13．風景を描く　　　　　　今野忠一監修

14．これで差がつく碁敵に勝つ秘策　　日本棋院編

15．最新テニス基本百科’96　学習研究社編

16．五十年目の日章旗　　　　中野孝次著

17．現代詩の鑑賞101　　　　大岡　信編

18．冬の二人　　　　　　　　立原正秋著

19．鬼平に乾杯　　　　　　　吉野　準著

20．作兵衛の管槍　　　　　　新宮正春著

2L赤い雲伝殺人事件　　　　内田康夫著

22．決闘ワルツ　　　　　　　秋月　焼著

23．帰燕　　　　　　　　　　中園英助著

24．白い鳥　　　　　　　　　藍谷　岬著

25．鬼　　　　　　　　　　　高橋克彦著

26，黄金と禅　k・下　　　　中田善明著

27，極悪人　　　　　　　　山田風太郎著

28，小説石田三成　　　　　　童門冬二著

29．六つの本心の話　　エリック・ロメール著

30．ザ・フアン　　ピーター・エブラハムズ著

　　◆図書館利用案内◆

開館時間　火～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　10時～16時
休館目　　月曜日，毎月末日，国民の祝日

　　1011～10／10（曝書期間）、年末

　　年始、その他

乳製品を使ったぐ

ふわふわだんご汁

白玉だんこの実だくさん汁

　　スキムミルクを上手に利用して

　材料〈4人分＞

白玉粉………一…・…・100g

豆腐…………一・…甲…200g

かぼちゃ　………………100g

スキムミルク大さじ………2

じゃがいも………………2個
大根………一……甲・…100g

人参…………・…一・……50g

豚肉…………・…・…・…120g

干；しいたけ・・…………・…5オ食1

ごぼう……………一…・…509

ねぎ…・・……………『……1本

みそ…・…・…………甲……50g

干しいたけのもどし汁

〈
作
り
方
〉

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
麺
で
て
裏
ご
し
す
る
。

②
豆
腐
は
さ
っ
と
水
切
り
し
て
、
荒
く

　
ほ
ぐ
す
。

③
ボ
ー
ル
に
白
玉
粉
と
塩
少
々
い
れ
豆

　
腐
、
①
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
合
わ
せ

　
て
2
㎝
位
に
ま
る
め
て
中
央
を
く
ぼ

　
ま
せ
る
。

④
野
菜
、
肉
を
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

　
切
り
よ
く
煮
込
む
。

⑤
④
に
自
玉
だ
ん
ご
を
入
れ
、
ひ
と
煮

　
だ
ち
さ
せ
て
み
そ
を
加
え
、
ね
ぎ
を

　
入
れ
仕
上
げ
る
。

　　　ノ’
ヘルスメイ1・白石

八島トモエさん

　　　（越河）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
　
②
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る
の
は
契

す
。
今
年
も
市
民
の
皆
様
が
安
全
な
生
　
　
　
約
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
八
日
問
。

活
を
送
る
た
め
に
、
悪
質
商
法
に
合
わ
　
　
③
販
売
業
者
に
は
書
面
で
通
知
す
る
。

な
い
よ
う
、
ま
た
悪
質
商
法
に
遭
遇
し
　
　
④
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
通
知
書
は
ク
ー

た
と
き
の
相
談
及
び
啓
発
、
啓
蒙
に
努
　
　
　
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
内
に
届
か
な
く
と

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
消
費
生
活
に
か
　
　
　
も
よ
い
。

か
わ
る
苦
情
を
お
受
け
い
た
し
て
い
ま
　
　
⑤
代
金
を
全
額
支
払
っ
て
し
ま
っ
て
も

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．
　
　
　
　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
。

　
さ
て
、
農
業
祭
に
お
い
て
、
「
訪
問
　
　
⑥
買
っ
た
商
品
を
使
っ
て
も
ク
ー
リ
ン

販
売
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
に
つ
い
て
　
　
　
グ
オ
フ
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
。
　
⑦
支
払
っ
た
代
金
は
返
金
さ
れ
る
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
⑧
商
品
を
送
り
返
す
費
用
は
消
費
者
が

そ
の
結
果
は
た
だ
い
ま
集
計
中
で
ご
ざ
　
　
　
負
担
し
な
く
て
も
よ
い
。

い
ま
す
。
訪
問
販
売
に
お
い
て
ト
ラ
ブ
　
　
　
「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
と
は
訪
問
販

ル
の
な
い
よ
う
上
手
に
ク
ー
リ
ン
グ
オ
　
　
売
に
お
い
て
契
約
し
て
か
ら
「
八
日
間
」

フ
を
使
え
る
よ
う
に
、
模
範
解
答
を
お
　
　
を
冷
静
に
考
え
直
す
期
間
と
し
て
、
無

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
条
件
に
契
約
を
解
除
で
き
る
よ
う
に
し

①
商
品
を
買
う
と
き
「
契
約
が
成
立
」
　
た
消
費
者
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　
す
る
の
は
商
品
の
売
買
に
つ
い
て
契
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

　
約
書
を
つ
く
っ
た
と
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
六
六
一

団囹圖回
　　　　　●

つ

オ

、

クーリングオフ
　　　　について

食　パ　ン
　品目

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　　糖
し　よ　　ゆ

サラダ油
マーガリン
牛　　　乳
バ　　タ

テfツシュペーノξ一

ラ　ッ　プ

規　　 格

並食1袋　6～8枚切

薄力粉　1Kg

袋入り100g

上白糖1Kg
上級濃口1召ポリ容器入り

ポリ容器入り　700g

カルトン入りソフト225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm　長さ20m

平均価格

　132
　171
　63
　190
　251
　393
　184
　200
　304
　77
　190

対前年同月比

　9
　0
　7
　12
　34
十66

　10
十11

　29
　1
十34

高値
165

185

82

198

298

450

198

228

318

80

198

安値
98

148

40

188

198

348

177

185

288

70

178

アルミホイル
　品目

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

クリーニング

カレーライス

丁火

レギュラーガソリン

軽

プロバンガス

　規　　 格

　幅25cm　長さ8nl
　綿f翻無畷融、瀟小型1舞

　小学生調髪

　コールドショート

　長袖ワイシヤツ

　外食並1皿

　18ぞ店頭価額
油
　184配達料込価額

　14現金
油　14現金

　10m

　調査年月日1平成8年12月1日

　　対前年同月比　　　　高値　　　　　　安直
　　十　12　95　　　　　　　78　　　　　108
　　　27　506

平均価格

　　　　　　　488　　　　　550
　　十　842，050　　　　　　　1，600　　　　　2，300

7，133　　　　0　　　　　　6，300　　　　　8，500
　　　10　146　　　　　　　98　　　　　250
　680　　　92　　　　　　　550　　　　　1，200
　　　145　832　　　　　　　792　　　　　870
　　　118　890　　　　　　　810　　　　　936
　　　　5　102　　　　　　　98　　　　　103
　　十　7　79　　　　　82　　　　　　　72
　　　784，897　　　　　　4，050　　　　　5，511



　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　　㊥
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白石市外二町組合（公立刈田綜合病院・
　　　　宮城県不忘園）職員を募集します。

生涯スポーツ推進事業

婦人スキー教室参加者募集

●職種（勤務場所）、採用予定人員

・看護婦　　（公立刈田綜合病院）

　　　　　　　　　　　若干名
・理学療法士（〃）　　　　若干名

・介護員（宮城県不忘園）　若干名

●応募資格

【介護員】

　昭和46年4月2日から昭和54年4

月1日までに生まれた方で、高校卒

業以上の方または卒業見込みの方

【看護婦、理学療法士】

　昭和36年4月2日から昭和52年4

月1日までに生まれた方で、受験し

ようとする職種の免許を有する方ま

たは平成9年4月30日までに免許を

取得する見込みの方

●試験日時

・第1次試験

　試験日　平成9年2月2日（日）

　　　　午前10時～12時

　試験種目　作文試験

・第2次試験

　試験目　　2月下旬

　試験種目　人物試験・身体検査

　　　　　身上調査

●採用予定日

　平成9年4月1日以降

（看護婦、理学療法士は採用日まで

に免許の取得が必要）

●受験手続

　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、必要事項を記

入のうえ公立刈田綜合病院庶務課人

事係へ提出してください。

●申込受付期間

　平成9年1月22日（水）

※受験手続、その他受験に関するお

問い合わせは、公立刈田綜合病院庶

務課人事係費25－2145（内線）323へ

●日　時　2月17日（月）

　　　　中央公民館8時30分集合

●場所みやぎ蔵王白石スキー場

●対　象　市内に居住する婦人

●参加費　！，200円（昼食代等）

●講　師　南蔵王白石スキー学校

●お申し込み方法

　市教育委員会社会教

　育課盈25－2111（内線409）へ

●その他　貸しスキー（1，500円）希

　望の方は、お申し込みの際にいっ

　しょにお申し込みください。

白石高等技術専門校

　　OA経理科随時入試

’97雪上自然観察会参加者募集

　“冬”厳しい自然の中で生活する

多くの生き物がいます。

　その“いきものたち”のくらしぶ

りを観察してみませんか。

●主催
　日本自然保護協会

　宮城県自然観察指導員連絡会

●日　時　平成9年2月16日　（日）

●場所
　国立南蔵王青少年野営場　周辺

●集合
　野営場駐車場に9：30までに集合

　（各自白家用車等で集合してくだ

さい）

●解　散　　野営場　14100

●参加費　　大人　　400円

中学まで100円（当日徴収）

●お申し込み先

　はがきに住所、氏名、性別、年齢、

電話番号などを記入のうえ、

〒989－12　大河原町字住吉町1－2

宗形裕一までお申し込みください。

●締め切り　2月12日

●持参するもの

　歩くスキー、かんじき、ザック、

昼食、防寒具、水筒、帽子、ビニー

ル袋、観察ノート、筆記用具、手袋、

ルーペ、メジャー、双眼鏡、保険証

（コピー）等

※かんじきのない方は、当方にて多

少の用意がありますので申し込みの

際に明記してください。また、歩く

スキーも野営場より無料で借用可能

です。

　宮城県立白石高等技術専門校では

O　A経理科平成9年度生の随時入学

選考を実施いたします。

●募集科名　O　A経理科

●募集定員　10名

●応募資格　高等学校卒業（見込み）

もしくは同等以上の学力のある方

●願書受付

平成9年1月6日（月）～3月21日（金）

（土・日・祝日を除く8130～17＝15）

●お申し込み場所

　〒989－02　白石市緑が丘1－5

　宮城県立高等技術専門校

　盈25－2444・恥X26－3655

●お申し込み方法

　入学願書・調査書または成績証明

書を直接提出、または郵送してくだ

さい。

●試験日時

　随時（お申し込みされた方に直接

通知）

●試験科目　国語、数学、面接

※詳しくは宮城県立白石高等技術専

門校へお問い合わせください。

刈田病院は、毎週土・日曜日：が休診日です。（ただし、急患は受付いたします。）

スパッシュランドしろいし 盈29－2326 1月の休館日 8日、22日

1月1日より営業いたします。

　1日～5日までのシャトルバスは

白石地区内の運行となります。

スパッシュランドしろいしレストラン

（在来線自石駅発　9：30、10：30、

13：00となります）

スパッシュランド新春企画

先着100様にあんこ餅サービス

スパッシュランドしろいし利用割引券のこ案内

　自石市民の70歳以Lの方対象の割

引券がございます（1枚：300円割引）

　各地区の公民館で発行しておりま

す。

　食事のみの方も大歓迎です

く新メニュー＞

　う一めん三味セット

・白石三白セット（要予約）

・天ざるう一めん

　その他セットメニューを取り揃え

てお待ちしております。

白石市働く婦人の家 盈。FAX25－5095 1月の休館日
1、2、3、4、6、12、

15、20、26日

特別講座受講生募集” 作品展示のお知らせ

★さわやか健康講座（毎回火曜日〉

月　日

1・21

1・28

2・12

2・25

3・11

内容〔講師／

女性の体と病気

　　　〔水戸由里子先生〕

メンタルヘルスについて

〔病気は気の病）

　　　〔加川　桐子先生〕

体を動かして

　　　〔小室たか恵先生〕

薬の知識について

　　　〔高木　正則先生〕

健康を維持する食事

　　　〔畠　　つね先生〕

3・25 あなたは何才？

（体力テスト1

　　　〔菅原　聡先生〕

●時　間　10：00～12：00

●場　所　白石市働く婦人の家

●定　員　20名（定員になり次第締

　　　　め切ります）

●受講料　無料（材料代等は実費）

●お申し込み

　働く婦人の家までお申し込みくだ

さい。

ふるさとの山を観る講座

　1／7～1／24　白石市役所
木目込人形

　1／7～1／24
　　　　　東北アツギ（株）白石工場

　　　・婦人の家は…

　・男性の方も利用できます、

　・託児も行っております。

どうぞ、お気軽にご利用ください。

古典芸能伝承の館碧水園盈・F似237949 1月の休館日
1、2、3、4、6、13、

16、20、27日

碧水園舞台開き 碧水園茶会

●日　時　平成9年1月12日（日）

　　　　10時開演

●内　容　日本舞踊・謡曲・仕舞

・詩吟・長唄・箏曲等の発表

●入場料無料
　どなたでもお気軽にお立ち寄りく

ださい。

市民茶会（新春茶会・初釜）

『濃茶席・薄茶席』

●日時1月12日（日）
　　　　10日寺～15日寺

●お茶券　1，000円

●日　時

●お茶券

1月26日（日）

10日寺～15日寺

400円

こども茶会

●日　時　2月2日（日）

　　　　10時～15時

●お茶券　大人　400円

※高校生以下は無料



修》珍葱

人ロ41，810人（前月比）一34人　　　世帯数

　　　　　　　　　　　　　　　

早2q554　帰21⑳6書12，567
※住民基本台帳から

11月30日現在

《《て《《ン

1月1日

　内科広瀬医院a25－0283
　外科橋本病院a25－1616
　歯科　富岡歯科医院費24－4362

1月2日

　内科海上医院盈25－1501
　外科刈田病院恐25－2145
　歯科　村上歯科医院盈26－2678

1月3日

　内科　水野クリニック　盈25－2736

　外科　銭　谷　医　院⑤25－2010

　歯科　真壁歯科医院費32－3122

1月5日

　内科　大　沼　医　院盈25－2502

　外科　刈　田　病　院費25－2145

歯科　千木良デンタルクリニック

　　　　　　　　盈26－1131
1月12日

　内科　三浦クリニック　a25－6854

　外科刈田病院盈25－2145
歯科清原歯科医院費25－1030

1月15日

　内科広瀬医院盈25－0283
　外科宮城医院盈25－2062
歯科小野歯科医院a25－8007

1月19日

　内科海上医院費25－1501
　外科刈田病院恐25－2145
歯科岩田歯科医院盈25－2191

1月26日

　内科　水野クリニ・ソク　盈25－2736

　外科銭谷医院岱25－2010
歯科高沢歯科医院恐25－5220

2月2日

　内科梅津内科医院費24－3571

外科刈田病院盈25－2145
歯科　高橋歯科医院盈26－3543

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

π
し 上からお礼申し上げます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申しあげます。

横尾とし氏、（財）早坂記念財団理事

長早坂啓氏、島貫弘信氏、メガネの

相沢白石セラビ店　代表取締役社長

相沢博彦氏、佐久問栄作氏、ヤクル

ト白石センター販売店親交会　代表

「

佐藤真澄氏、（社）白石青年会議所理

事長　佐野輝之氏、東北電力（株）

自石営業所　所長大森豊弘氏、（株）

ユアテック白石営業所　所長吉田弓Z、

氏、倉商事（株）代表取締役河本弘

子氏、高野寛氏、山谷米二氏、山谷

康一氏、高野実氏、佐竹亀弥氏、昭

和31・32年会　会長押野隆氏

成940年度（更新）
白石市建設工事関係等競争入札参加申込の受付のお知らせ

●受付期問

平成9年2月15日～同月末日

（ただし、土・日曜日を除く。）

※詳しくは、広報しろいし2月号に

だ

掲載いたしますのでご覧ください。

●お問い合わせ先

市総務部財政課契約係

盈25－2111（内線）360・361

立刈田綜合病院からのお知らせ

　　公立刈田綜合病院長就任について

平成8年12月1日付けで大内謙二院長が就任しましたのでお知らせいたし
ます。

成9年度の保育園入園児の
　　　　　　　　受付を始めます

　1月8日（水）から、4月に保育園

へ入園する児童の受け付けを始めま

す。入園を希望される保護者の方は、

関係書類を添えて福祉事務所また

は、各保育園へお申し込みください。

　なお、現在入園中および申請中の

乳幼児につきましても、新たにお申

し込みが必要になります。

π

●受付期間

平成9年1月8日（水）～
平日　8：30～17：15

※詳しくは広報しろいし12月号をご

覧ください。

●お問い合わせ先

市福祉事務所保育係

盈25－2111（内線）153

〔 都機能移転
みやぎフォーラムのお知らせ

●日　時　2月3日　13130～

●会　場　宮城県民会館大ホール

※詳しくは県政だより1月号、県政

トピックスをご覧ください、

市内の交通事故11笠罎壽15

事故発生件数49件（736件）

死亡者数　2人（　6人）
負傷者数11人（166人）
物損件数37件（590件）
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石警察署からのお知らせ
　　　　　　　　　　一生活安全課一

臼石市民の皆さん、新年明けまし

ておめでとうございます。

咋年は、中国人窃盗団による高額

貴金属窃盗事件や少年による強盗事

件、また、大量の覚せい剤やコカイ

ン等薬物の押収、パチンコ店におけ

る変造パッキーカード使用事件等、

多数の重要事件を検挙し、大変忙し

い一年間でした。

　今年も、「第48回全国植樹祭」等

重要な警備を控え、　層気を引き締

めて頑張っていきたいと思います。

　「安全、安心、みんなの臼石」を

合言葉に、市民の皆さんと一致協力

して犯罪のない明るく住みよいまち

づくりに取り組んでいきたいと思い

ます。

今年もよろしくお願いいたします。

風真世・仙台フィル夢サウンド
　～杜の都D　Eコンサート’97～のお知らせ

県内の公立文化ホール担当者がお

贈りする「宮城県アートプロデュー

サー養成講座」自主公演企画です。

早春の杜の都を舞台に、石巻出身

の元宝塚トップスター涼風真世と仙

台フィルハーモニー管弦楽団が奏で

る夢の初共演。地元でしかご覧にな

れない特別企画「夢サウンド」をお

楽しみください。

●日　時　平成9年1月31日（金）

　　　18：00会場　18：30開演

●場　所　宮城県民会館

●出　演　涼風真世（石巻出身）

　　　田中一嘉（指揮者）

　　　仙台フィルハーモニー

●入場料

　S　S席5，000円　S席4，000円

　A席3，000円

12月1日（日）前売り開始

　（全席指定／当日各500円増）

●前売り　三越・藤崎・仙台ビブレ

・森天祐堂・サンリツ・ヤマハ

・カワイ・ams西武・宮城県民会館

●主催
アートプロスプリングコンサート実

行委員会、宮城県、（財）宮城県文化

振興財団

●共催NHK仙台放送局
●お問い合わせ先

アートプロスプリングコンサート実

行委員　佐藤費25－2111（内線）305

34回白石城一周「元旦マラソン」
　　　　　　　　に参加しませんか

●目　時　平成9年1月1日

　　　午前7時スタート
●コース

　白石城大手門前→女子校正門前→

武家屋敷前→沢端川→八1幡神社下→

白高正門前→益岡公園（自高通用門

前）→白石城大手門前（約2．5km）

※タイムを競うものではありませ

ん。どなたでもご自由にご参加くだ

さい。

※全員完走後神明社でおはらいを受

け解散。

●お問い合わせ先

白石高校陸上競技部O　B会

渡辺知治盈25－2225

成9年元旦
ウォーク・ラジオ体操in白石城

　各自、自宅からウォーキングし

（歩いて）、白石城本丸御殿に登城、

ラジオ体操をします。

●日　時　平成9年元旦6：45ラジオ

体操開始（5分前集合）

●対　象　健康な方であればどなた

でも参加できます。

●お申し込み　不要（当日参加可）

●お問い合わせ先

白石城ラジオ体操会

太田奮25・8833
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　　　　　　午後3時開演

　　　　　　午後2時開演

仙南芸術文化センター
　　えずこホール

●チケットは、えずこホール窓口・各市町の

　　取扱所でお求めください。

仙南地域広域行政事務組合
　　　企画調整課

奮0224－52－2628
　（財）仙南文化振興財団

盈0224－52－3004
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・8）は、柴田町で開かれる宮城県大菊花展

かせる一本づくりの菊）で4年連続最高賞

・子さんも上位に入賞し、咋年までは、夫婦

いたといいます．

わたのは12年前。菊についての本を読みな

1した作品が入賞しました。

　そしたら次の年も入賞して、まぐれが
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顔鰐鱗嶽童，

　市内深谷に住む佐藤幸一さん（48

の「福助の部」（高さ40cm以下で咲力

を受賞しました。また奥さんのれい＝

で1・2・3位を3年連続独占してし
　そんな佐藤さんが菊づくりを始め

がら試行錯誤を重ね、次の年に出品1

「まぐれだと思ったんですよ（笑）。

続くもんだな一って（笑）。」

　その後も入賞を続け、現在では宮カ

ップクラスの実力を持つ佐藤さんでr

のコツは愛情だと言い切ります。

「風が吹くと倒れるんじゃないかっコ

たり、ずっと頭から離れませんから才

　忙しい仕事の合問をぬって角田やプ

菊づくりを教えに歩く佐藤さんの夢1，

城で菊を飾ることだといいます。

「お城と菊ってよく合うんですよね。

愛好者みんなの菊で白石城をいっぱL

たらって思いますね。」

　菊が好きで欲しい方には苗を差し

す、という佐藤さんの目には、菊でし

の自石城が見えているのかもしれま迂

し上げま

いっぱい

せん。
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「おむすびころりん」のおはなしの中で

　　　　私
　　　　職ご〆
　　　“ン
　　さとう　　ひろかず

　　佐藤寛和くん
　　　　（越河小1年）
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第2会議室
福祉事務所相談室＠1

第3会議室　＠3
f建康センター
1階女性政策室

福祉事務所　　⑧1
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第4会議室　⑧4

第3会議室　＠3

青少年相談センター　⑧4

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00
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10：00～12：00
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市　　長
人権擁護
行　　政

活生

9：00～17：00

毎週且水金

　リオン
　9・21
　二．ホン

　31
　16
　　9
　毎週
月・火・木・金

社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス

無料法律

障害者
年少青

市民室＠1
仙南保健所白石支所

　（予約制）

第2会議室⑧2

10＝00～12＝0010家農

9：30～11：00

10：00～15；00

　　　7

原則第1火

　　　16

こころの相談
（精神保健）

税務相談

！『澄

　　ま　な　み小野慕奈華ちゃん6歳）
　綾　香ちゃん（1歳）

／　　隅目罪凧1剛
芳治さん、すみえさんご夫妻の長女・次女

ママからひとこと

　明るく素直でやさしい子に育ってネ！

パパか5ひとこと

　健康でいつまでも仲良しの姉妹で


